
 

 

数社の民間の研修会社の講師経験を経て、フリーの心理コンサルタントとして現在に至る。産業カウンセラー、心理相
談員、ＮＬＰマスタープラクティショナー・NLPトレーナーの資格を持つ。衆議院、主税局、気象庁、トヨタ自動車株式会社、

日産自動車株式会社、富士通株式会社など公的機関や大手企業の実績から、現在、医療・介護施設の組織マネージ
メントに活躍中。受講生からは「目から鱗！」と評判が高く、リピーター率は、ほぼ１００％。株式会社 医療企画の月刊
誌 「Phase 3」や、日総研の隔月誌 「介護人財マネジメント」へ人材育成のコラムを依頼され寄稿。著書は、文芸社出
版「セルフコーチング」。 

対象：管理職 （看護・介護部長、事務長、研修担当者等） 

日々の業務の中で、患者様や利用者様のみならず、職場の人間関係が円滑にいかないという問題を抱えている
方々が非常に増えています。 

要因として、 
①自分の気持ちを上手に表現できないとか、 

②自分の考えを他者に上手く伝える事ができないという点が挙げられます。 
そこで、本研修では、どんな人とも良好な人間関係を構築していくために必要な事を実践的に習得していきます。
又、相手に反感を持たれないで、率直に意見を伝えていくコミュニケーション手法も習得します。効果として、ストレ

スが軽減されモチベーションが上がります。 

受講された方の声 

 

講師紹介：      八巻 理恵（Artself／ 心理コンサルタント HP http://artself.jp） 

受講票は記載のFAXまたはメールに送らさせて頂きます。 

 

院長、理事長、事務長、施設長 
 

他（                  ） 

当施設は平成17年に開設した介護老人保健施設です。利用される方は平均年齢82歳とご高齢の方々です。 

人生の大先輩に対して“おもてなしの心”で接することが出来ない職員が散見しており、お客様からクレームを頂くことがありました。 

開設時から接遇の研修を継続的に実施してまいりましたが、研修直後は空気が変わりますが、何時の間にか「元にもどる・・」の 

繰り返しでした。この環境を何とか解決したいとの思っていた時に、八巻先生にお会いすることができました。 

研修を通して職場の空気が非常に変化してきました。職員の意識改革は進んだと確信しております。 

形から変化を求める方法もありますが、定期的に内面を変化させることの方が有効でかつ持続性があると思います。 

                                                ・・・県 介護老人保健施設  A施設長 

こんな事でお悩みではないですか？      

 ■離職率が高い   ■職場の雰囲気が暗い        
 ■マナーが向上しない ■不平不満、悪口が多い   
 ■人間関係がギクシャクしている 

こんな風になったらどうですか？       

 ■一人ひとりがやりがいをもって働く職場になる   
 ■プロ意識が強化され、サービスの質が向上する 
 ■明るい挨拶や声かけがある職場になる 

本研修では、医療・介護現場での人材育成における問題点を明確にし、自主的に行動でき、良好な 

コミュニケーションを実施できる人材を育成をするための 院内研修3つのポイントと原理原則を習得できます。 


